
フィージビリティスタディ
実施

学部・大学院連結教育
プログラム構築

○情報技術の進展により、産業構造や社会が急速に変化する中で、科学技術を社会実装につなげ、新たな価値の創造と社会変革をもたらすSociety5.0の実現やその先の時代の
要請に対応した高度専門人材を育成することは喫緊の課題。
○一方で、大学のリソースも限られていることから、新たな分野や融合分野といった多様化する社会ニーズへ対応していくためには、大学教育への産業界の参画は不可欠である。そのた
め、産学の連携関係を密にし、実践力強化に向けた専門教育に革新するとともに、不断に見直しが可能な教育体制を整備することが必要。

Society 5.0に対応した高度技術人材育成事業 未来価値創造人材育成プログラム
（ｂ）科学技術の社会実装教育エコシステム拠点の形成 平成30年度予算額 1億円（新規）

○産学共同で科学技術の社会実装に資する教育のエコシステム拠点を形成し、工学分野における主専攻・副専攻（メジャー・マイナー）、ダブルメジャーといった高度専門人材育
成に必要な学部・大学院連結プログラムの先導的開発に向けたフィージビリティスタディ（FS）を実施する大学を支援 （3拠点）
＜拠点大学＞
・学部と大学院の連結教育プログラム（メジャー・マイナー，ダブルメジャー）の先導的開発に向けた、現状把握・今後の展望、ターゲット、社会の受容レベルなどを明確化
・検証・検討結果を踏まえ、社会実装教育の実現に不可欠なモデルを作成 （分野例：工学×医学，工学×経営学，工学×社会学，工学×心理学，工学×バイオ 等）
・「大学における工学系教育の在り方について（中間まとめ）」等の有識者会議等で取りまとめられた内容を踏まえた取組を実施。特に、工学に共通する専門基礎カリキュラム作成、教
員の教育業績評価制度の確立等
＜運営拠点大学＞
・実行シミュレーションを厳密に実施し、より実現可能性の高い計画を策定するために、事務局機能を運営拠点幹事大学が
各拠点大学の取組状況を集約し、拠点にフィードバックすることで効率化するとともに、フィージビリティスタディの高精度化
【内訳】
3拠点×＠0.3億円 ，1件×＠0.1億円 （運営拠点)
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理系 文系 サービス

我が国は、理系卒の割合が諸外国に比べて低く、世界に先駆けた産
業発展のためには理系人材の質的充実・量的確保が課題

新たな価値の創造と社会変革
をもたらす人材の量的拡大

課題・背景

内 容

フィージビリティスタディの検証・検討結果を踏まえ、各大学の強
み・特色を活かした学部・大学院連結プログラムの開発

高い専門性と俯瞰的知識を身につけたより実践的でハイ
ブリッドな人材の量的拡大・質的充実を図る

（出典）OECDインディケータ（2016年版）より文部科学省作成

変化が激しい産業構造や社会ニーズに対応した教育を実現していくため
に必要な産学共同の教育エコシステム拠点の自立・自走


